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京都府南丹市園部町千妻マカリ1-1

特定 事 業者 の

主たる業種

該当する事業
者要件

▼ 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー便用事業者 (原油に換
算して1,500キロリットル以上))
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又
はバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規則第 10条 第4号 該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事
業者 (二酸化炭素に換算して3000トン以上))

r

「

計 画 期 間 平成 18 年  4 月 平成 20 年 3 月

基 本 方 針 マッフ法により、工場内の全工程におけるエネルキーの便用量を把握 し、この結果を基に改吾を進め胡の
温室効果ガス排出量の削減を目指す。

推 進 体 桐 工場長を中心 とした省エネプロジェク トを立ち上げ、省エネ活動を進めて行 く。

年度 こ との具 年 度 設備、対象、工程等 計 回 内 容

18～19 全工程 マップ法により、工場内の全工程におけるエネルギーの使用重の調査を実施する。調査終了後、

その結果を基に改善を進めて行く。

温雪覇閉果ガス
の排出量等 排出区分

基 準 年度 (表寝 '

(17)年度
(二酸化炭索換第 (t))

日保 年度 (計田 ,

(19)年度
(二酸化炭来換算 (t))

岬調
∽

日

＜

A事 業所等排出区分 10,577 t 10,262 t -30 %

B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t %

排出合計 Ⅲl                10,577 t 2              10,262 t -30 %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 (計画)

収組量等 〈二酸化炭素換算 (

森林の保全及び整備 〈整備面積) 〈吸収騒) t

府内産の木材の利用 (利用重) Ini 〈削減畳) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(売電畳) 【wh 〈削減畳) t

(熱供給曇) CJ 〈削減畳) t

グ リー ン電力の購入 ( 購入量) 1     帥 b 〈削減登) t

肖J滅量等含副 t

差 引排出量

〈排出合計―削減等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)

Ⅲ l 10 577 t (12卜(48)         10,262  t -30 %

特 記 事 項 ∪半阪 13年 より工場内の蛍光灯の間引きを行つています。
平成 15年 より堂光灯の一部に人感センサーを取り付けて、必要時以外は消灯状態にしています。
②平成18年より事務所内の空調機器の設定温度の表示をして、節電意識の向上に努めています。
③平成8年より使用済みの水を製品洗い水として再利用しています。
④平成18年 2月より工場内の灯油焚き焼却炉の使用を祭止しています。そして、今まで焼却処分していた物は、
者の引取りにより固形燃料として再利用されています。
③出入りしているトラック運転手にアイドリングストップを呼びかけています。
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住 所
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フ ァ ク シ ミ リ番 号
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該当する□には、レ印を記入してください。特定事栄者以外で自主疹加される事業者の方は レ印の記入は不要です。

「基準年度」とは常r画期mの 前年度を、 「日標年度Jと はEr田期間の最終年度をいいます。
「事業所等排出区分Jと は、京tHl府内のlr挑所等のコⅢ米活IIJのためのエネルギーの使用

は、自動】逆送事業者については使用の本拠の位世を京打府内とするⅢ両のツト出する温

「事業所等排出区分Jと は、京tHl府内のlr挑所等のコⅢ米活IIJのためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを 「輸送■両排出区分」と
は、自動】逆送事業者については使用の本拠の位世を京打府内とするⅢ両のツト出する温室/2J果ガスを 鉄 道守挑者については保布する貨物JI両ス
は旅客Ⅲ両の排出する温室効果ガスを 「そのlLコト出区分Jと は、上13以外の京都rrr内における事業7r等のllI栄活Illに伴い発生する温堂/pl宋ガス
をいいます。をいいます。

4「 竹記事項」には、平成2年度 〈1990年 度)を基準としたリト山工の対比やエネルギー瓜単位C02排 出丘、省エネ理品開発など他者の温室/2J果

ガス抑出削減への責献、グリーン調達の採,日、特定フロンなどの条例指定外の温堂効果ガスのH可減などを記入してください。


